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条例 目的

01
北海道歯・口腔の健
康づくり8020推進条
例

第１条 この条例は、歯・口腔の健康づくりが道民の健康の維持向上に果たす役割の
重要性にかんがみ、北海道における歯・口腔の健康づくりに関し、基本理念を定め、
並びに道の責務及び教育関係者、保健医療福祉関係者、道民その他の者の役割を
明らかにするとともに、道の施策の基本的な事項を定めることにより、道民の生涯を通
じた歯・口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ効果的に推進し、もって道民の
健康の増進に寄与することを目的とする。

04
宮城県歯と口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯と口腔の健康づくりの推進に関し、基本理念を定め、県の責
務、県民の役割等を明らかにするとともに、県の施策の基本的な事項等を定めること
により、県民の生涯にわたる歯と口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的
に推進し、もって県民の健康の保持増進に寄与することを目的とする。

08
茨城県歯と口腔の健
康づくり8020･6424推
進条例

第１条 この条例は，歯と口腔の健康づくりが県民の健康づくりに果たす役割の重要
性にかんがみ，県民の生涯にわたる歯と口腔の健康づくりに関し，その基本理念を定
め，県，保健医療関係者，福祉関係者及び教育関係者等の責務並びに市町村及び
県民等の役割を明らかにするとともに，歯と口腔の健康づくりの推進に関する計画の
策定等について定めることにより，80歳で20本以上の歯を保つこと及び64歳で24本以
上の歯を保つことを目的とした８０２０・６４２４運動（以下「８０２０・６４２４運動」という。）の
下，歯と口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進し，もって県民が
豊かな生活を送ることに寄与することを目的とする。

09
栃木県民の歯及び
口腔の健康づくり推
進条例

第１条 この条例は、歯及び口腔の健康づくりの推進に関し、基本理念を定め、及び
県の責務等を明らかにするとともに、歯及び口腔の健康づくりの推進に関する施策の
基本となる事項を定めることにより、歯及び口腔の健康づくりの推進に関する施策を、
関連分野における多様な主体の自律性を重んじつつ、総合的かつ計画的に推進し、
もって県民の生涯にわたる健康の保持及び増進に寄与することを目的とする。

11
埼玉県歯科口腔保
健の推進に関する条
例

 第１条 この条例は、口腔の健康づくりが県民の健康の維持及び増進等に果たす役
割の重要性に鑑み、歯科口腔保健の推進に関する法律（平成二十三年法律第九十
五号。第六条第二項において「法」という。）に基づき、歯科疾患の予防等による口腔
の健康の保持（以下「歯科口腔保健」という。）の推進に関し、基本理念を定め、及び
県の責務等を明らかにするとともに、歯科口腔保健の推進に関する施策の基本となる
事項を定めること等により、歯科口腔保健の推進に関する施策を総合的かつ計画的
に推進し、もって県民の生涯にわたる健康で質の高い生活の確保に寄与することを目
的とする。

12
千葉県歯・口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、県民の歯・口腔の健康づくりについて、基本理念を定め、県、歯
科医師等の責務及び教育関係者、保健医療福祉関係者、県民等の役割を明らかに
するとともに、県の施策の基本的な事項を定めることにより、県民の歯・口腔の健康づ
くりに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって県民の健康の保持増進に寄
与することを目的とする。

14
神奈川県歯及び口
腔の健康づくり推進
条例

第1条 この条例は、歯及び口腔の健康づくりが、生活習慣病の予防その他の全身の
健康の保持増進に重要な役割を果たすことに鑑み、歯及び口睦の健康づくりについ
て、基本理念を定め、並びに県民、県、歯科医師等の責務並びに教育関係者等、医
療保険者及び事業者の役割を明らかにするとともに、歯及び口腔の健康づくりに関す
る施策の基本的となる事項を定めることにより、歯及び口腔の健康づくりに関する施策
の総合的かつ計画的な推進を図り、もって県民の生涯にわたる健康の保持増進に寄
与することを目的とする。

各都道府県の歯の健康に関する条例における目的及び理念一覧
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条例 目的

各都道府県の歯の健康に関する条例における目的及び理念一覧

15
新潟県歯科保健推
進条例

第１条 この条例は、歯・口腔の健康づくりが糖尿病等の生活習慣病対策をはじめと
する県民の健康づくりに果たす役割の重要性にかんがみ、県民の生涯にわたる歯・口
腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ効果的に推進することにより、他の疾患に
比べて高い県民の歯科疾患の有病率の低下及び県民の歯・口腔の健康に関する格
差の解消を図り、もって県民の健康づくりに寄与し、県民の健康水準を向上させること
を目的とする。

20
長野県歯科保健推
進条例

第１条 この条例は、歯及び口腔の健康づくりが県民の健康の保持増進に果たす役
割の重要性にかんがみ、歯及び口腔の健康づくりに関する施策を総合的に推進する
ことにより、県民の健康の保持増進及び生活の質の向上を図り、もって健康に長寿を
享受できる社会の実現に寄与することを目的とする。

21
岐阜県民の歯・口腔
の健康づくり条例

第１条 この条例は、歯及び歯周組織の健康を含めた口腔の健康を保持及び増進
し、並びにその機能を維持すること（以下「歯・口腔の健康づくり」という。）が、県民の
質の高い生活を確保し、かつ、県民の健康の保持及び増進に重要な役割を果たして
いることにかんがみ、岐阜県における歯・口腔の健康づくりに関し、基本理念を定め、
及び県の責務等を明らかにするとともに、歯・口腔の健康づくりに関する施策の基本
的な事項を定めることにより、生涯を通じた歯・口腔の健康づくりに関する施策を総合
的かつ計画的に推進し、もって県民の健康の保持及び増進に寄与することを目的と
する。

22
静岡県民の歯や口
の健康づくり条例

第１条 この条例は、歯や口の機能が全身の健康を維持増進するうえで重要な役割を
果たしていることにかんがみ、本県の歯や口の健康づくりについての基本理念を定
め、及び県の責務等を明らかにするとともに、歯や口の健康づくりに関する施策の基
本となる事項を定め、歯や口の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進
し、もって生涯にわたる県民の健康の増進に寄与することを目的とする。

32
島根県歯と口腔の健
康を守る8020推進条
例

第１条 この条例は、歯と口腔の健康づくりが糖尿病等の生活習慣病の予防、食育の
推進等に果たす役割の重要性にかんがみ、８０歳で２０本以上の歯を保つことを目指
した８０２０運動の意義を踏まえて、島根県における歯と口腔の健康づくりに関し基本
理念を定め、県の責務及び県民の役割を明らかにするとともに、生涯を通じた歯と口
腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ効果的に推進し、もって県民の健康の増
進に寄与することを目的とする。

33
岡山県民の歯と口の
健康づくり条例

第1条 この条例は、歯と口の健康の保持及び増進が、生活の質の維持及び向上並び
に健康及び長寿の享受に資するものであることに鑑み、県民の歯と口の健康づくりに
関する基本理念を定め、県の責務並びに県民及び保健、医療、教育、福祉等に関係
する者の役割を明らかにするとともに、県民の歯と口の健康づくりに関する基本的な施
策を定めること等により、県民の歯と口の健康づくりを総合的かつ計画的に推進し、
もって県民の健康で豊かな生活の実現に寄与することを目的とする。

34
広島県歯と口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯及び口腔の健康を保持し、若しくは増進し、又はその機能を
維持し、若しくは向上させる取組(以下「歯と口腔の健康づくり」という。)が、全身の健
康を保持又は増進させるとともに、県民の健全な食生活の実践及び日常生活の円滑
な営みに重要な役割を果たしていることに鑑み、県民の歯と口腔の健康づくりの推進
に関し、基本理念を定め、並びに県の責務並びに保健医療等関係者(保健、医療、社
会福祉、労働衛生等に関する職務に従事する者をいう。以下同じ。)、教育関係者、事
業者、保険者(介護保険法(平成九年法律第百二十三号)第七条第七項に規定する医
療保険者をいう。以下同じ。)、歯科医療機関及び県民の役割を明らかにするととも
に、歯と口腔の健康づくりの推進に関する施策の基本となる事項等を定め、歯と口腔
の健康づくりの推進に関する施策を総合的に推進し、もって生涯にわたる県民の健康
的な生活の実現に寄与することを目的とする。
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条例 目的

各都道府県の歯の健康に関する条例における目的及び理念一覧

38
愛媛県歯と口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯及び口腔の健康を保持し、及び増進し、並びにその機能を維
持すること（以下「歯と口腔の健康づくり」という。）に関し、基本理念を定め、並びに県
の責務並びに保健医療関係者、教育関係者、社会福祉関係者、事業者、保険者（介
護保険法（平成９年法律第123号）第７条第７項に規定する医療保険者をいう。以下同
じ。）及び県民の役割を明らかにするとともに、歯と口腔の健康づくりに関する施策の
基本となる事項を定めることにより、歯と口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ
計画的に推進し、もって県民の健康の増進に寄与することを目的とする。

39
高知県歯と口の健康
づくり条例

第１条 この条例は、高知県における歯と口の健康づくり（以下「歯と口の健康づくり」と
いう。）について、基本理念を定め、県の責務及び関係者の役割を明らかにするととも
に、歯と口の健康づくりに関する施策の基本となる事項を定めることにより、歯と口の
健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって県民の健康長寿に寄
与
することを目的とする。

41
佐賀県笑顔とお口の
健康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯と口腔(くう)の健康づくりが県民の健康の保持増進及び食育の
推進に果たす役割の重要性にかんがみ、本県における歯と口腔(くう)の健康づくりに
関し、基本理念を定め、並びに県の責務及び歯科医療関係者、教育関係者、保健福
祉関係者、県民等の役割を明らかにするとともに、県の施策の基本的な事項を定める
ことにより、県民の生涯にわたる歯と口腔(くう)の健康づくりに関する施策を総合的か
つ効果的に推進し、もって県民の健康の増進に寄与することを目的とする。

42
長崎県歯・口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯・口腔の健康づくりが糖尿病等の生活習慣病の対策をはじめ
とする県民の全身の健康づくりに果たす役割の重要性にかんがみ、他県に比べ高い
県民の歯科疾患の有病率の低下及び県内における歯・口腔の健康に関する地域間
等の格差の是正を図るため、県民の生涯にわたる歯・口腔の健康づくりに関し、その
基本理念を定め、県の責務及び市町、教育関係者、保健医療関係者、福祉関係者、
県民等の役割を明らかにし、並びに歯・口腔の健康づくりの推進に関する計画の策定
について定めること等により、歯・口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的
に推進し、もって県民の健康増進に寄与することを目的とする。

43
熊本県歯及び口腔
の健康づくり推進条
例

第1条 この条例は、歯及び口腔の健康づくりが全身の健康の保持増進に重要な役
割を果たしていることにかんがみ、県民の歯及び口腔の健康づくりに関し、基本理念
を定め、並びに県の責務及び歯科医師等、保健医療関係者、教育関係者、福祉関係
者、食生活・食育関係者及び県民の役割等を明らかにするとともに、県民の歯及び口
腔の健康づくりに関する施策の基本となる事項を定めることにより、県民の歯及び口腔
の健康づくりに関する施策を総合的かつ効果的に推進し、もって県民の健康の保持
増進に寄与することを目的とする。

45
宮崎県歯・口腔の健
康づくり推進条例

第１条 この条例は、歯・口腔の健康づくりが全身の健康の保持増進に重要な役割を
果たしていることに鑑み、県民の歯・口腔の健康づくりに関し、基本理念を定め、並び
に県の責務及び保健、医療、福祉、教育等に関係する者等の役割を明らかにするとと
もに、施策の基本的事項を定め、歯・口腔の健康づくりに関する施策を総合的に推進
することにより、県民の健康の保持増進に寄与することを目的とする。
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条例

01
北海道歯・口腔の健
康づくり8020推進条
例

04
宮城県歯と口腔の健
康づくり推進条例

08
茨城県歯と口腔の健
康づくり8020･6424推
進条例

09
栃木県民の歯及び
口腔の健康づくり推
進条例

11
埼玉県歯科口腔保
健の推進に関する条
例

12
千葉県歯・口腔の健
康づくり推進条例

14
神奈川県歯及び口
腔の健康づくり推進
条例

各都

基本理念

第２条 歯・口腔の健康づくりは、すべての道民が、自ら歯・口腔の健康の維持増進に
努めるとともに、住み慣れた地域において生涯を通じて必要な歯科保健医療サービス
を受けることができるよう、適切に推進されなければならない。

第２条 歯と口腔の健康づくりの推進は、歯と口腔の健康の維持が全身の健康を保持
増進していく上で大きな役割を果たしているとの認識の下に、県民自ら日常生活にお
いて歯と口腔の健康づくりに取り組むことを促進するとともに、すべての県民が生涯に
わたり必要な歯科検診、歯科保健指導、歯科相談等の口腔の健康に関するサービス
（以下「口腔保健サービス」という。）及び歯科医療を円滑に受けられる環境を整備す
ることを基本として行われなければならない。

第２条 歯と口腔の健康づくりは，県民が自らむし歯や歯周疾患等の予防及び口腔機
能の向上に取り組むとともに，県内すべての地域において生涯を通じて必要な歯と口
腔の保健医療サービスを受けることができる環境が整備されることを基本理念として行
われなければならない。

第２条 歯及び口腔の健康づくりは、歯及び口腔の健康が生涯にわたる健康の保持
及び増進に欠くことのできないものであって、脳血管疾患、虚血性心疾患、糖尿病そ
の他の生活習慣病の予防等に資するものであることにかんがみ、県民自らの歯及び
口腔の健康づくりのための努力を基礎として、すべての県民が、その発達段階、年齢
階層、心身の状況等に応じて、良質かつ適切な歯科保健医療サービスの提供を受け
ることのできる環境の整備が図られるようにすることを旨として、行われなければならな
い。

第２条 歯科口腔保健の推進に関する施策は、次に掲げる事項を基本として行われ
なければならない。
一 県民が、生涯にわたって日常生活において歯科疾患の予防に向けた取組を行う
とともに、歯科疾患を早期に発見し、早期に治療を受けることを促進すること。
二 乳幼児期から高齢期までのそれぞれの時期における口腔とその機能の状態及び
歯科疾患の特性に応じて、適切かつ効果的に口腔の健康を確保することを推進する
こと。
三 保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育その他の関連分野における施策との連
携を図りつつ、その関係者の協力を得て、総合的かつ計画的に歯科口腔保健を推進
すること。

第２条 歯・口腔の健康づくりは、その推進が子どもの健やかな成長及び糖尿病をは
じめとする様々な生活習慣病の予防など県民の全身の健康づくりに重要な役割を果
たすことにかんがみ、県民が日常生活において自ら歯・口腔の健康づくりに取り組む
ことを促進するとともに、県内すべての地域において生涯を通じて最適な歯・口腔の
保健医療サービスを受けることができるよう環境整備を推進することを基本理念として
行われなければならない。

第３条 歯及び口腔の健康づくりは、県民自らがその意義を自覚して取り組むもので
あり、その施策は、県民が生涯にわたって歯及び口腔の健康づくりに取り組むことが
できる環境を整備し、保健、医療、福祉、教育、食育その他の関連施策との有機的な
連携を図り、及び関係者の協力を得ることにより、県民の自主的な取組を促進すること
を旨として、推進されなければならない。
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条例

各都

15
新潟県歯科保健推
進条例

20
長野県歯科保健推
進条例

21
岐阜県民の歯・口腔
の健康づくり条例

22
静岡県民の歯や口
の健康づくり条例

32
島根県歯と口腔の健
康を守る8020推進条
例

33
岡山県民の歯と口の
健康づくり条例

34
広島県歯と口腔の健
康づくり推進条例

基本理念

第２条 歯・口腔の健康づくりは、県民が自らむし歯や歯周病等の歯・口腔疾患の予
防に取り組むとともに、歯科疾患が重症化しやすく、かつ、口腔の機能に問題を抱え
ることが多い障害を有する者、介護を必要とする者等をはじめ、県民が適切な時期に
必要な口腔保健サービスと医療を受けられるよう、生涯にわたり歯・口腔の健康を維持
増進できる環境が整備されることを基本理念として行われなければならない。

第２条 歯及び口腔の健康づくりに関する施策は、県民の生涯にわたる歯及び口腔
の健康づくりに関する自主的な努力を促進し、適切な時期にその居住する地域にか
かわらず等しく、歯科に関する保健医療サービスを受けることができる環境を整備する
ことを旨として講ぜられなければならない。

第２条 歯・口腔の健康づくりは、日常生活において歯科疾患を予防するとともに、歯
科疾患を早期に発見し、治療することが重要であるとの認識の下に、生涯にわたる
歯・口腔の健康づくりに関する県民の自主的な努力を促進するとともに、すべての県
民が必要な口腔保健医療サービスを受けることができる環境が整備されることを基本
として行われなければならない。

第２条 歯や口の健康を保持するためには、日常生活において歯科疾患を予防する
とともに、歯科疾患を早期に発見し、及び早期に治療することが重要であることから、
歯や口の健康づくりに関する施策は、生涯にわたる歯や口の健康づくりに関する県民
の自主的な努力を促進しつつ、保健医療、公衆衛生、社会福祉その他の関連施策
との有機的な連携を図り、講ぜられなければならない。

第２条 歯と口腔の健康づくりは、障害者、介護を要する高齢者等すべての県民が生
涯にわたり必要かつ良質な歯科保健医療サービスを等しく受けられるよう、適切に推
進されなければならない。

第３条 県民の歯と口の健康づくりは、歯と口の健康の保持及び増進が、生活の質の
維持及び向上並びに健康及び長寿の享受に資するものであるという基本的認識の下
に、県民が生涯にわたり歯科保健行動をとることができるとともに、必要な歯科医療等
を受けることができる環境の整備を基本として行われなければならない。

第２条 歯と口腔の健康づくりの推進に関する施策は、次に掲げる事項を基本理念と
して行われなければならない。
一 県民一人ひとりが自ら歯と口腔の健康づくりに取り組むことを促進すること。
二 県内の全ての地域において、全ての県民が、乳幼児期から高齢期までのそれぞ
れの時期において、適切かつ効果的な歯及び口腔の保健医療サービスを受けること
ができる環境の整備を推進すること。
三 保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育その他の関連分野における施策との連
携を図りつつ、総合的かつ計画的に歯と口腔の健康づくりを推進すること。
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条例

各都

38
愛媛県歯と口腔の健
康づくり推進条例

39
高知県歯と口の健康
づくり条例

41
佐賀県笑顔とお口の
健康づくり推進条例

42
長崎県歯・口腔の健
康づくり推進条例

43
熊本県歯及び口腔
の健康づくり推進条
例

45
宮崎県歯・口腔の健
康づくり推進条例

基本理念

第２条 歯と口腔の健康づくりは、歯及び口腔の機能が全身の健康を保持し、及び増
進する上で重要な役割を果たしているという認識の下に行われなければならない。
２ 歯と口腔の健康づくりは、生涯にわたる県民の日常生活における歯及び口腔の疾
患（以下「歯科疾患」という。）の予防に向けた取組並びに歯科疾患の早期発見及び
早期治療が重要であるという認識の下に行われなければならない。
３ 歯と口腔の健康づくりは、乳幼児期から高齢期までのそれぞれの時期における口
腔の状態及び歯科疾患の特性に応じて適切かつ効果的に行われなければならな
い。
４ 歯と口腔の健康づくりは、保健医療、教育、社会福祉、労働衛生その他の分野に
おける施策相互の連携が確保されるよう行われなければならない。

第２条 歯と口の健康づくりは、すべての県民が生涯を通じて自ら取り組むとともに、
適切な時期に歯と口の保健サービス、医療等を受けることができる環境が整備される
ことを基本理念として行われなければならない。

第２条 歯と口腔(くう)の健康づくりは、すべての県民が、自ら歯と口腔(くう)の健康の
保持増進に努めるとともに、住み慣れた地域において生涯にわたり必要な歯科保健
医療サービスを受けることができる環境が整備されることを基本理念として行われなけ
ればならない。

第２条 歯・口腔の健康づくりは、すべての県民が生涯を通じて、自らむし歯、歯周疾
患等の予防及び口腔機能の向上に取り組むとともに、適切な時期に必要な口腔ケ
ア、医療等を受けることができる環境が整備されることを基本理念として行われなけれ
ばならない。

第３条 歯及び口腔の健康づくりは、すべての県民がその年齢又は心身の状況に応
じた良質な歯及び口腔に係るサービスの提供を受けることができるようにすることを旨
として、行われなければならない。

第２条 歯・口腔の健康づくりは、すべての県民が自ら歯・口腔の健康づくりに努めると
ともに、適切な時期に、また、その居住する地域にかかわらず等しく、生涯を通じて必
要な歯科保健医療サービスを受けることができる環境が整備されることを基本として行
われなければならない。
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